
肝炎情報センター 肝疾患研修室医長 是永匡紹

研修会事務局からのお願いとお知らせ
①アンケート（出席確認）
②相談・支援センター向け研修会とは
③相談支援システムとコロナ禍活動報告
④グループワークについて

@AP新橋 ⇒肝炎対策推進協議会 開催会議場でもあります

国立研究開発法人国立国際医療研究センター 肝炎・免疫研究センター 肝炎情報センター主催
令和3年度都道府県肝疾患診療連携拠点病院 肝疾患相談・支援センター向け研修会



新橋駅方面：地下から直結 反対側: 銀座八丁目

新橋駅 築地市場

肝炎情報センターから40分 肝炎室から15分



2023年3月4日（土）お待ちしております



国立研究開発法人国立国際医療研究センター 肝炎・免疫研究センター 肝炎情報センター主催
令和3年度都道府県肝疾患診療連携拠点病院 肝疾患相談・支援センター向け研修会

研修会事務局からのお願いとお知らせ
①アンケート（出席確認）

パスワード：６文字・数字・3か所⇒最後は閉会挨拶後

https://www15.webcas.net/form/pub/ncg
m_sys/kanen_form



国立研究開発法人国立国際医療研究センター 肝炎・免疫研究センター 肝炎情報センター主催
令和3年度都道府県肝疾患診療連携拠点病院 肝疾患相談・支援センター向け研修会

閉会時の言葉（17時頃）

Meeting
退出
すると・・

アンケートサイトへ
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アンケート(14問)⇒出席確認となります

「次へ」押して登録

確認画面下の登録ボタンで左画面と右のthanks mail*が届いたら完了
(* Thanks mailは迷惑mail boxに振り分けられること有 確認を)

個人情報



国立研究開発法人国立国際医療研究センター 肝炎・免疫研究センター 肝炎情報センター主催
令和3年度都道府県肝疾患診療連携拠点病院 肝疾患相談・支援センター向け研修会

研修会事務局からのお願いとお知らせ
②相談・支援センター向け研修会とは
③相談支援システムとコロナ禍活動報告
④グループワークについて
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⚫ 拠点病院医師向け研修会 年２回

⚫ 看護師向け研修会 年１回

⚫ 相談員向け研修会 年１回
相談員向け看護師向け(2日間）

8

肝疾患相談支援センター向け研修会とは

肝炎情報センターHPで資料公開
（研修会アーカイブ）

研修会で学んだことが
拠点病院持ち帰って反映されているか

持ち帰って使用できる内容に
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質問: 2016年度 研修会アンサーパット

① よく知っている

② 少し知っている

③ あまり知らない

④ ほとんど知らない

⑤ 全く知らない

看護師さんへ；肝疾患相談室（相談・支援センター)の相談員を

28

12

16

5

5

1

2

3

4

5

1 2 3 4 5

投票数: 66

半数を満たない・・・

肝Co取得；20%未満
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国立研究開発法人国立国際医療研究センター
肝炎・免疫研究センター肝炎情報センター主催

平成29年度(2017年度) 肝疾患診療連携拠点病院
肝疾患相談・支援センター関係者向け研修会

日 時：平成30年3月2日（金）13：30～18：00 ・ 3月3日（土）9：30～15：00

場所：AP浜松町Aルーム
〒105-0011 東京都港区芝公園２-４-１芝パークビルＢ館地下１階

テーマ： 各拠点病院の活動内容の情報共有～医師参加による院内連携強化と
肝疾患患者へのコーディネート～

1. 各拠点病院の活動を報告（ポスター発表）して頂き、医師を含めた参加者で進行しながら、
地域ブロックを越えた情報共有を目指す

2 肝炎医療コーディネーター（Co）は、自治体の状況によって認定・育成方法等が異なり、
その状況を共有し、肝疾患相談・支援センターが出来る「コーディネート（調整）」について考える

参加予定人数: 120名(115) 医師36名参加(2)
参加予定施設：54施設(57)
懇親会予定人数：52名(35)
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ポスターはPDF化、DVDも提供可能⇒そろそろ開催？？

グループワーク

啓発資材
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肝Co養成講習後のバッチは均てん化？？
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第58回肝臓学会 メディカルスタッフセッション
6/3(金) 終日～拠点病院以外の活動も～
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20時⇒

終わった後も 道路の真ん中です(笑)



平成30年度 肝疾患診療連携拠点病院 肝疾患相談・支援センタ-
関係者向け研修会(2019年3月1,2日）

平成 30年度肝疾患相談支援センター向け研修会  

ＡＰ浜松町 東京都港区芝公園２-４-１芝パークビルＢ館地下１階 

 

 テーマ：拠点病院における相談業務と現状と課題～相談支援システム活用と偏見・差

別について  

 

3 月 1 日（金） 
 

1. 挨拶                           13:30～13:40  

肝炎情報センター長 考藤 達哉  

厚生労働省 健康局 がん・疾病対策課 肝炎対策推進室 〇〇 〇〇  

 

2. 講義 (各 25 分 質疑込み)                 13:40～15:10 

1)「今後の肝炎総合対策」⇒肝がん助成 

 厚生労働省肝炎対策推進室  〇〇 〇〇   

2)「最新の肝炎ウイルス治療（仮）」 ⇒エプクルーサー 

〇〇 〇〇 

3)「回答に困る質問・差別偏見」  

                          八橋  

 

(休憩＋啓発資材 閲覧)  

 

４．相談支援システムの現状について              15:30～15:50  

 

５．相談システム運用例 （他）         15:50～16:２0 

 

６ グループワーク I（質問に困る例について・改善方法等）   16:20～17:00 

                         ⇒テーマはアンケートより 

7   中間報告(各 5 分)                    17:00～17:45 

 

8   記念撮影 事務連絡                                       17:45～18:00 

                     

9． 意見交換会                                               18:00～20:00 

AP 浜松町 NO ルーム（会場内）  

医師 4000 円 それ以外 2000 円 

 

3 月 2 日（土）                                          

 
1．昨年度のアンケート結果・啓発資材の行方           9:30～10:30 

 

2．グループワーク II（＋肝炎室・情報センターへの質問作成）        10:30～11:30 

 

昼食（各自） 

3.  グループ発表（10 分以内）+討論              12:30～14:00                

 

4．修了証書授与 閉講式                                    14:00～15:0０    

 

 ⇒第 1報：日時・場所・内容＋医師参加要請（＋相談システムへの要望・回答困難例） 

  12月末が締め切り予定 

参加予定人数: 108名(120)
医師22名参加(34)
参加予定施設：53施設(54)
懇親会予定人数：46名(52)
昨年参加者：47名(32) 

長崎医療センター 八橋 弘 先生



感染知識をアンサーパット 相談支援システム実用例 相談事例・回答を作成
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2018年度 研修会前アンサーパット（複数回答）

本日の研修会に参加した理由は
（複数回答可） 肝疾患相談支援センター向け

1. 東京に来たかった

2. テーマに興味があった

3. 上司に行けといわれた

4. 他拠点病院の関係者と交流できるから

5. モチベーション向上のため

6. その他

拠点病院の連携を！ 楽しく！
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令和元年度肝疾患相談支援センター関係者向け研修会（案）  

ＡＰ浜松町 東京都港区芝公園２-４-１芝パークビルＢ館地下１階 

 

 テーマ：拠点病院における相談業務と現状と課題～相談支援システム活用と偏見・差

別について  

 

２月 28 日（金）      12 時 45 分受付開始   １3 時 20 分までに集合 

 
0. 本日の Agenda 説明                  13:２0～ 
 

1. 挨拶                             13:30～13:40  

肝炎情報センター長 考藤 達哉  

厚生労働省健康局 がん・疾病対策課 肝炎対策推進室  

 

2．講義 (各 25 分 質疑込み)                    13:40～14:30 

1)  肝炎総合対策について（仮） 

     厚生労働省肝炎対策推進室     

2) ウイルス肝炎について（仮）  

      肝炎情報センター 考藤 達哉 

 

3．特別講演  行動変容を促す 医療コミュニケーションの方法     14:30～15:15 

                                            大阪大学    平井 啓 

 

 (休憩＋啓発資材閲覧  15 分)  

 

 

4. 相談支援システムの現状・これからのグループワーク      15:30～15:40                        

肝炎情報センター 是永 匡紹 

    

 

５. グループワーク I（研修会プログラム・行動変容事案）      15:40～16:40 

                          

6．中間報告(口頭：各 5 分以内)                  16:40～

17:30 

 

7．記念撮影 事務連絡                                         17:30～17:50 

                     

8．明日に向けて（自己紹介等）                            17:50～ 

最長)19:00 

 

 

 

2 月 29 日（土）         9 時１０分開場   9 時 25 分までに集合                                       

                                                        
1．昨年度のアンケート結果                     9:30～9:40 

 

２．啓発資材の行方 

大阪医科大学・・虎ノ門病院                 9:40～10:00                  

 

3．グループワーク II                                           10:00～ 

 

昼食（各自） 

 

４. 発表（グループ毎 10 分以内）                  12:１0～14:40        

 

5．修了証書授与 閉講式                                    14:40～15:0０  

    

令和元年度 肝疾患診療連携拠点病院 肝疾患相談・支援センタ-
関係者向け研修会(2020年2月28,29日予定⇒延期・中止）

ステップアップ研修会では何を？講師は？
多職種？職種別→理想の研修会Agendaを
⇒Coの均てん化（2022年度テーマ)
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 令和 2 年度肝疾患相談支援センター向け研修会（2021 年 3 月 5日～15 日） 

テーマ 「コロナ禍における拠点病院の活動状況」 

 

１．挨拶 5 分 動画１ 

肝炎情報センター長 考藤 達哉 

厚生労働省 健康局 がん・疾病対策課 肝炎対策推進室  

室長補佐 大原 正嗣 / 竹内泰江 

 

２．講義 各 20分  動画１ 

1)肝炎総合対策について  

肝炎対策推進室 室長補佐 大原 正嗣 / 竹内泰江 

2) ウイルス肝炎治療の要点ーガイドラインの Update を中心に 

肝炎情報センター長 考藤 達哉 

 

3. 今回の研修会の目的とお願い 12分 動画２ 

肝炎情報センター 室長 是永匡紹 

 

4. 特別講演 

なぜ患者と医療者はすれ違うのか？ 40 分 動画２ 

大阪大学人間科学研究科 准教授 平井 啓  

 

5. コロナ禍の活動報告 1 各 5 分 動画 3 

a.肝疾患相談支援システム活動報告 

富山県立中央病院 肝疾患相談室   看護師 古川市子  

b. 未定 

大分大学医学部附属病院肝疾患相談センター 藤田幸子 

 

6. コロナ禍の活動報告 2  約 30 分 各施設約 3～4 分  動画 3 

a. リレー動画１ （情報 C⇒福井済生会⇒和歌山大学⇒香川県立中央⇒岡山大学⇒ 

情報 C） 

b. リレー動画２ （情報 C⇒徳島大学⇒山口大学⇒久留米大学⇒佐賀大学⇒情報 C） 

2020年度肝疾患相談・支援センター関係者向け
研修会テーマ：コロナ禍における拠点病院の活動報告

受講予定者
60施設 200名 医師43名

H28年度 58 114 2

H29年度 50 107 31

H30年度 54 109 26

R1年度 57 107 21

参加人数 医師参加数参加施設数
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R2年度肝疾患相談・支援センター関係者向け研修会
コロナ禍の活動報告をリレー動画で
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R3年度肝疾患相談・支援センター関係者向け研修会
テーマ ～コロナ禍から学んだ・悩んだ肝 Co 活動を話そう！

日時：2022 年 3 月 5 日（土） 13時～ 1７時00分（最長17時30分）
場所：AP 新橋５F J & L  ハイブリッド（zoom meeting）

１５時４０分～④コメント発表（約60分）
＊5 分/12 グループ

①コロナ禍から学んだ・悩んだ肝 Co 活動②すごろく使用③その他

１６時５０分～⑤閉会式
受講証 授与

50施設 133名・・・・124名(当日は・・）
：現地30名→マンボウ後3名（ハイブリッド?）
：肝Co82名(65%)＋医師20名(16%)
⇒約70名が拠点病院連絡協議会にも参加⇒

Co未取得・協議会不参加者は別講義必要では



研修会事務局からのお願いとお知らせ
③相談支援システムとコロナ禍活動報告
④グループワークについて

国立研究開発法人国立国際医療研究センター 肝炎・免疫研究センター 肝炎情報センター主催
令和3年度都道府県肝疾患診療連携拠点病院 肝疾患相談・支援センター向け研修会

2018年7月から運用
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研修会事務局からのお願いとお知らせ
③相談支援システムとコロナ禍活動報告
④グループワークについて

国立研究開発法人国立国際医療研究センター 肝炎・免疫研究センター 肝炎情報センター主催
令和3年度都道府県肝疾患診療連携拠点病院 肝疾患相談・支援センター向け研修会

2018年7月から運用

都道府県の拠点病院は肝炎患者等への相談対応について
地域の実状に応じて適切な体制を整備

⇒様々な状況におかれ肝炎患者の相談体制を充実
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相談支援システム利用状況 マンスリーレポート
入力件数・ログイン状況・お願いを月1回 ユーザー440名に配信とup
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相談支援システム利用状況 相談件数
システム導入後3年経過 相談件数に変化無→7-8%は相談日から3ヶ月後に入力

ご入力下さり誠にありがとうございます

4月 5月 6月 7月 8月 9月 上半期

2019年度 1152 1081 1277 1345 1100 1155 7110

2020年度 995 1007 1251 1259 1130 1138 6780

2021年度2月入力 1193 1043 1302 1254 1181 1242 7215

1か月遅れで記載 143 106 96 233 216 258 1052

2ヶ月遅れで記載 34 34 79 94 63 44 348

3ヶ月遅れで記載 26 8 37 18 1 11 101

4か月以上遅れで記載 27 12 21 22 24 17 123

上記で今月記載件数 0 0 1 1 1 2 5

前年比 196 32 44 -8 41 87 392

前々年度比 39 -42 18 -94 71 70 62

10月 11月 12月 1月 2月 3月 下半期

2019年度 1237 1194 1294 1098 1030 1126 5853

2020年度 1175 1093 1070 1055 1168 1410 5561

2021年度2月入力 1141 1144 1162 949 773 5169

1か月遅れで記載 115 227 108 143 593

2ヶ月遅れで記載 56 64 42 162

３ヶ月遅れで記載 58 16 74

4か月以上遅れで記載 5 5

前年比 -34 51 92 -106 -395 -392

前々年度比 -96 -50 -132 -149 -257 -684
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相談支援システム利用状況 アクセス状況
440名のユーザー中 20％が相談内容を記載＋30%以上が閲覧？？

2021年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 R2年度上半期平均(範囲) R3年度上半期平均(範囲)

ログイン施設数 65 69 69 69 67 64 65.5(64～71) 67.2(64～69)

登録施設数 56 58 54 60 58 55 55.0(51～57) 56.8(54～60)

記載ユーザー数 77 81 77 92 80 81 78(71～82) 81.3(77～92)

質問箱閲覧施設 51 59 57 60 62 56 53.3(44-69) 57.5(51-62)

質問箱閲覧ユーザー数 88 123 125 125 151 107 88.3(71～127)) 120(88～151)

2021年度 10月 11月 12月 1月 2月 3月 R2年度下半期平均(範囲) R3年度下半期平均(範囲)

ログイン施設数 66 65 65 66 67 63.3(61～66) 65.8(65～66)

登録施設数 57 52 52 57 58 52.2(49～56) 55.2(52～57)

記載ユーザー数 83 74 81 82 78 73.0(74～83) 79.6(74～83)

質問箱閲覧施設 50 62 59 61 63 51.0(44-61) 59.0(50～62)

質問箱閲覧ユーザー数 83 123 141 129 135 80.3(65～93) 122.2(83～141)

日常な些細なことでも入力
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相談支援システム利用状況：質問箱 SNSとして
質問箱を通じた情報共有:Agenda内容も写真/PDFでup load可能

佐賀大学
啓発風景

長崎医療C
市民公開講座
Agenda
研究班HP告知
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相談支援システム利用状況：回答の困る質問
質問箱を通じた情報共有:mailにて多施設へ同時に質問⇒回答案を共有

IFN でNSAID使用⇒腎障害⇒透析・腎臓癌
若年者へIFNを複数回使用の意義
当時への医師へ病状を転送
約30施設へ一斉mailで相談

業務である以上 回答に限界 Maiｌにての相談受付(3%)⇒継続？
SNS・情報発信に伴う課題が増加
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研修会事務局からのお願いとお知らせ

④グループワークについて

国立研究開発法人国立国際医療研究センター 肝炎・免疫研究センター 肝炎情報センター主催
令和3年度都道府県肝疾患診療連携拠点病院 肝疾患相談・支援センター向け研修会
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国立研究開発法人国立国際医療研究センター 肝炎・免疫研究センター 肝炎情報センター主催
令和3年度都道府県肝疾患診療連携拠点病院 肝疾患相談・支援センター向け研修会

12グループ(10-11名 施設毎 4～5ブロックに分類）⇒進行・纏め施設

A グループ

愛媛大学医学部附属病院

11

B グループ

岡山大学病院

11

C グループ

名古屋大学医学部附属病院

10

D グループ

久留米大学病院

10

中
四
国

施　　　　　設　　　　　名

施　　　　　設　　　　　名

岡
山
県

東
海・
北

施　　　　　設　　　　　名

施　　　　　設　　　　　名

福
岡
県

Eグループ

東京医科大学茨城医療センター

10

Fグループ

順天堂大学医学部附属静岡病院

10

Gグループ

富山県立中央病院

10

Hグループ

広島大学病院

11

施　　　　　設　　　　　名

施　　　　　設　　　　　名

関
東
・
甲
信
越

東
北
・
北
陸

施　　　　　設　　　　　名

東
海・
北

中
四
国

施　　　　　設　　　　　名

Iグループ

福井県済生会病院

10

Jグループ

徳島大学病院

11

Kグループ

九
州 佐賀大学医学部附属病院

10

Lグループ

札幌医科大学附属病院

10

近
畿

施　　　　　設　　　　　名

中
四
国

施　　　　　設　　　　　名

施　　　　　設　　　　　名

施　　　　　設　　　　　名

北
海
道・
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国立研究開発法人国立国際医療研究センター 肝炎・免疫研究センター 肝炎情報センター主催
令和3年度都道府県肝疾患診療連携拠点病院 肝疾患相談・支援センター向け研修会

①タブ内のブレイクアウトルームを押してください



32

国立研究開発法人国立国際医療研究センター 肝炎・免疫研究センター 肝炎情報センター主催
令和3年度都道府県肝疾患診療連携拠点病院 肝疾患相談・支援センター向け研修会

②自分のグループの参加ボタンを押してください



33

国立研究開発法人国立国際医療研究センター 肝炎・免疫研究センター 肝炎情報センター主催
令和3年度都道府県肝疾患診療連携拠点病院 肝疾患相談・支援センター向け研修会

進行係（医師以外）は下記を纏めてください (pptでも コメントでも可）

①コロナ禍の肝 Co 活動と今後の展開
利点
・web開催の有効性がわかり・・

課題
・高齢者のweb対策のため・・

今後の進め方
・収束後もweb併用し・・・

②その他(活動における悩み・情報Cへのお願い等)

➢ 事務局も途中で参加します
➢ 終了数分前にチャットします
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２つ目のパスワード(数字)

※アンケート回答に必要です（当日発表）


